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　ハ イ ブ リ ッ ド海洋構造物に使用 さ れ る PC の 有効 プ

レ ス トレ ス カ は 鋼棒の 応力緩和 ，
コ ン ク 1尸

一
トの 収縮

等に より減少 して 行 くこ とが 想定 され る e そ こ で，構

造物 の 信頼性向上 の た め に ，PC 鋼棒 の 緊張力を非破壊

的 に 推定す る方法 を二 通 り試 み た。第
一

は ， 縦波超音

波 を使 っ て 緊張力 と減衰率 との 関係か ら緊張力を推定

する方法 で あ る。第二 は，緊張 力と表 面 波速度 との 関

係か ら緊張 力 を推定する 方法で あ る n

　供試材は PC鋼棒の D種 とB種 で あ る 、 また ， 比較 の た

め に 供試材 と して S45C 及 び SS　41 の 鋼棒 を使 用 し

た 。 超音波 の 周波数は 5MHz 及 び 2MHz を使 っ た 。

1）応力 と超音波減衰率の 関係

　 PC 鋼棒 の D種 とB種 は応力 の 増加 とともに 応力方 向

に 伝 播 す る 縦 波 超 音 波 の 相 対減 衰 率 （応 力 0 の と き の

減衰率を基準値 0 とする）は 増加す る。しか し， S45

C とSS　41 はPC 鋼棒 とは逆 に 応 力 の 増加 とともに相

対減衰率 は 減少する。

　応力 の 増加 に よる に 相対 減 衰率 の 増 加 は 転 位 の 振動

と考えられ て い るの で， 5MHz と 2MHz の一通 りの

超 音波 を用 い て 比 較 した。そ の 結果，2MHz に お い て

は 相対減衰率 の 増 加 は 小 さ くな っ た。

2 ）応 力と表 面 波速度 の 関係

　PC 鋼棒及 び S　45C は 引張応力 の 増加 とともに ，表

面 速度は 減少する が ，SS 　41 は 逆 に 増加する。しか し，

PC 鋼棒 の D種以外 は そ の 変化量 は 小 さ い 。

　上記 1）， 2 ）の 結果か ら次 の こ とが わ か っ た。縦波

超音波 の 相対減衰率 に よ る PC 鋼棒 D種 及 び SS　41 の

応力の 推定は 初期状態 の エ コ
ー

高 さを測定 して お くこ

とに よ り可能 で あ る。しか し，B種及 び S　45C に つ い

て は相対減衰率 の 変化 が 小 さ く推定は難 しい 。

　表面波 速度 の 変化 に よ るPC 鋼 棒 D 種 の 応 力推定 は

可能で あ る が，B種 ，　 S　45C 及 び SS　41 に つ い て は 速

度変化 が 小 さ く難 しい 。
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